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1 テクストは Hermann Bausinger が1985年（西ドイツ時代）に執筆した Zur Bedeutung 
der Märchen である（訳者解説において後述）。






































































なのである。フランツ・フューマン（Franz Fühmann, 1922-1984） の詩の一










line archiv では残念ながら同記事の発見には至らず調査継続中）。Zeit Online Archiv. 
https://www.zeit.de/1984/52/die-affaere-rotkaeppchen参照（2020年12月 3日）。
8 シャルル・ペロー（Charles Perrault, 1628-1703）が1697年に出版した『教訓を施した
過ぎし日の物語あるいはメルヒェン（ガチョウおばさんの話）』（Histoires ou Contes du 
temps passé, avec des moralités:  Contes de ma Mère l’Oye, 通称ペロー童話）のこと。
130 ヘルマン・バウジンガー（著）／大 野 寿 子（訳）




















9 歴史上ではヤーコプ・グリム（Jacob Grimm, 1785-1863）とヴィルヘルム・グリム
（Wilhelm Grimm, 1786-1859）のことであり、伝承文学を収集し、『子供と家庭のメル
ヒェン集』（Kinder- und Hausmärchen、通称グリム童話）を出版した（第 1巻第 1版
1812年・第 2巻第 1版1815年、第 2版1819年、第 3版1837年、第 4版1840年、第 5
版1843年、第 6版1850年、第 7版1857年）。通し番号が第 7版では「メルヒェン」と
いうジャンルで200番まで存在する（その他に「子供の聖人伝」というジャンルで10

































































シ ン ボ ル
徴性を内包している、否、メルヒェンが
象





シ ン ボ ル
徴性は解釈を、それも、まったくもって種々
様々な解釈を可能にする。しかし象
































13 ジグムント・フロイト（Sigmund Freid, 1856-1939）の心理性的発達理論に基づいた表
現と思われる。子供の成長には（リビドーに照らして）、口唇期、肛門期、男根期、
潜在期、性器期の五つの段階が存在しており、口唇期はその最初の階梯である。



























①メルヒェンにおける不安と出発（Angst und Aufbruch im Märchen）



































































17 KHM31「手なし娘」（Das madchen ohne Hande）に登場する、「どなたでもお泊りはた




















































ハ ッ ピ ー エ ン ド
福な結末を保証する。同様に、メルヒェン風の
幸


































































































20 本論考には、「ドイツ小児医学協会第80回会議」（80. Tagung der Deutschen Gesellschaft 
für Kinderheilkunde）との付記があり、もともとは講演原稿だったことが伺える。




























































































































24 この詩行はドイツ語の Pech のみ。英語のピッチに相当し、瀝青、コールタールと訳
されることもあるが、同時に「不運」や「災難」も示しうる。ここではオノマトペ
で表現し、「残念」を入れた。






















　翻訳したテクストは以下の通りである。Hermann Bausinger: Zur Bedeu-
tung der Märchen. In: Monatsschrift Kinderheilkunde (Zeitschrift für Kinder- und 
Jugendmedizin; Organ der Deutschen Gesellschaft für Kinderheilkunde; Organ 
der Österreichischen Gesellschaft für Kinderheilkunde) 133 (1985) , Heidelberg : 















遺産の生に関する考究」（Lebendiges Erzählen. Studien über das Leben volks-
tümlichen Erzählgutes aufgrund von Untersuchungen im nordöstlichen Würtem-
berg.）で、1952年に学位を取得する。1959年には、論文「科学技術世界の




















の諸形式』（Formen der Volkspoesie）の第Ⅲ章第 2節を「九州ドイツ文学」
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chengestaltung）の自由さが導き出したのは、類似のモティーフが世界中で
検出されうるという事実です。生活様式の位置関係の諸問題とよく一致し
ます。そして、想
ファンタジー
像力の夢想なるものが、それにふさわしい表
イメージ
象を導くの
です。
　日本の昔
メルヒェン
話研究では、ヨーロッパの調査にも有益な視点が育まれ、逆に、
日本では「西洋的な」分析方法も注意深く継承され、注目されてきました。
ドイツ語で記され、 5年前に完成した『メルヒェン百科事典』全15巻は、
ドイツ以外での購買者を、ほとんど日本で見つけたようです。
　幸いなことに、この物語研究の相互の活性化や育成は続いています。
Hisako ONO は自身の業績の中で、ドイツ・メルヒェンの継承性へと通ず
る道を開いただけでなく、彼女独自の力点をも伴いながら、ヤーコプとヴィ
ルヘルムのグリム兄弟に強く刻印さているドイツ・メルヒェンという伝承
の理解に寄与しました。メルヒェンの意義と意味に関する拙文の翻訳と紹
介に、彼女が着手してくれたことに大変感謝しています。本著は個々の見
識に基づいてはいますが、メルヒェンの全体像をねらっています。その全
体像が、外的および内的隔たりをものともせず、日本の伝承文学にも一定
の妥当性を有することを願っています。
 2021年 1月11日、ロイトリンゲンにて
 Hermann Bausinger
